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１．はじめに 

 近年、橋梁分野においては、メンテナンスや塗装、防食への認識が特に増してきており、初期建設コストの縮減に加

え、維持管理コストやライフサイクルコストの軽減が求められている。耐候性鋼は、大気腐食の進展に伴って鋼材表面

に形成される保護性のさび層によって腐食進展が抑制されることを特徴としており、ライフサイクルコストに優れるとされ

る。しかし、海水や凍結防止剤由来の塩素イオンが保護性さび生成に影響することが知られている。 

著者らは、一般に、安定性、ち密性に劣るとされるさび（β-FeOOH）がチタン（Ti）添加により抑制・微細化されるとの

知見を活用し、ニッケルなどの添加元素を低減し、耐塩害性の向上と優れた溶接性・溶断施工性の両立を図っている。

耐候性鋼の腐食については、暴露初期 1 年間の腐食減耗量が 0.03 ㎜以下であれば、100 年後の長期腐食量が 0.5

㎜以下になるとみなし、小型の暴露試験片による耐候性鋼橋梁の適用性評価が提案されている 1)。 

図 1 に示す 3 橋梁にニッケル高耐候性鋼（以下、Ni 鋼）を適用しており、Ni 鋼の耐食性を把握検証するために、

各橋梁の下部で小型試験片の大気暴露試験を行い、経年変化を観察している 2)。今回、暴露試験開始後 10 年の腐

食調査を行なったので、その結果を報告する。 

 

２．試験概要 

 熊本県鏡川を渡る九州新幹線の鏡川橋りょう、東北新幹線の青森県奥入瀬川を渡る奥入瀬川橋りょうと駒込川を渡

る駒込川橋りょうの 3 ヶ所において、橋脚下に Ni 鋼の小型試験片を設置し、暴露試験を実施した。暴露試験片の腐

食量測定は、1、3、5、10 年で評価した。 

JIS Z 2382 に則り、試験開始後１年間の飛来塩分量を求めた。その結果、鏡川橋りょうは 0.253mdd、奥入瀬川橋り

ょうは 0.357mdd、駒込川橋りょうは 0.372mdd であり、いずれも耐候性鋼の無塗装使用が可能となる 0.05mdd を上回

る環境であった。 
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図 1 橋梁架設箇所 図 2 暴露試験状況 
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３． 調査結果 

３－１．暴露試験結果 

 試験片の脱スケールを実施し、電子天秤により質量測定を行い、

暴露前の質量と暴露試験後の質量の差から板厚減量を算出した。 

 1 年目で得られた腐食量は、3 地点とも無塗装での適用が可能と考

えられる一つの指針である 0.03 ㎜未満であった。 

 

３－２．長期腐食予測結果 

 得られた 1、3、5、10 年目までの板厚減少量から、100 年後の推定

板厚減少量を計算した結果を図 3 に示す。長期の腐食予測は、腐

食量の経年予測を行う式である、Y=A・XB（Y：腐食量、X：経年数、

A, B：腐食速度パラメータ）をもとに行った。100 年後の推定板厚減

少量は 0.5 ㎜未満であり、Ni 鋼の添加成分などの効果が発揮されて

いると考えられた。 

 上記予測式は、一般的に 3 点以上必要であるといわれている。今

回、下記の 3 通りの板厚減少量データを用いて計算を行った。 

イ方式：暴露期間 1, 3, 5 年データを使用 

ロ方式：暴露期間 1, 3, 5, 10 年データを使用（図 3） 

ハ方式：暴露期間 3, 5, 10 年データを使用 

 3通りの方式で計算した、100年後の推定板厚減少量の結果を図 4

に示す。いずれの橋梁においても、どの方式でも、100 年後の推定

板厚減少量は 0.5 ㎜未満であった。 

3 通りの方式で計算した A 値と B 値を比較した結果を図 5 に示す。

長期間側のデータを使用したハ方式の方が、短期間側のデータを

使用したイ方式よりも A 値は大きくなるが、B 値は小さくなっており、

Ni 鋼の生成さびの緻密化などが有効に寄与していると考えられる。

これは 1 年目の腐食結果は、気候の変動の影響を排除できないため、

長期間の暴露試験の信頼性が高いと考えられること 3)や、Ni 鋼の保

護性を発揮するさびの生成が遅いことなどが推定される。3期間（6年

以上）の暴露試験で、概ね腐食予測は収束する 4)とされており、今回

の 10 年の結果から、今後も 100 年後の推定板厚減少量は 0.5 ㎜未

満で推移すると考えられる。 

 

４．まとめ 

実環境 3 地点において、小型試験片による暴露試験を 10 年間実

施した結果から、長期の腐食量を推定した。いずれの橋梁でも、100

年後の推定板厚減少量は 0.5 ㎜未満であった。Ni 鋼の添加成分な

どの効果も含め、引き続き、経過観察を実施していく。 
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図 3 10 年目までの板厚減少量と 

100 年後の推定板厚減少量 

図 4 100 年後の推定板厚減少量 

 

図 5 A 値と B 値の関係 
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